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亥の子石をつく大和の児童たち

場f~ l!I!i置置盤-占的

古
く
か
ら
旧
歴
十
月
の
亥
の
日
に
、

子
供
ら
が
石
に
縄
を
つ
け
、
或
い
は
縄

を
堅
く
固
め
た
束
で
土
を
打
っ
て
回
る

「
亥
の
子
」
の
行
事
が
大
和
や
今
坊
、
出

海
の
子
供
た
ち
の
聞
で
行
わ
れ
て
い
ま

す。
今
年
も
十
一
月
十
三
日
の
亥
の
日
に

大
和
地
区
な
ど
の
子
供
た
ち
は
、
各
地

区
ご
と
に
「
お
い
の
こ
さ
ん
と
い
う
人

は
一
に
俵
を
踏
ま
え
て
二
で
に
っ

こ
り
笑
う
て
三
で
盃
さ
し
お
う
て

四
つ
世
の
中
良
い
よ
う
に
五
つ
い
つ

も
の
如
く
な
り
六
つ
無
病
息
災
に

七
つ
何
事
な
い
よ
う
に
八
つ
屋
敷
を

買
い
広
げ
九
つ
こ
く
ら
を
建
て
な
ら

ベ
十
で
と
う
と
う
わ
さ
ま
っ
た
」
と

い
う
歳
時
歌
を
歌
っ
て
お
い
の
こ
さ
ん

を
祝
い
ま
し
た
。
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一一一町議会第3固定例会

今
年
度
一
般
会
計
に
三
億
五
千
四
百

三
十
八
万
七
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算

総
額
は
三
十
七
億
三
千
九
百
二
十
八
万

四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
お
も
な
使

い
み
ち
は
次
の
通
り
。

一
総
務
費
一
町
有
地
払
い
下
げ
に
と
も

な
う
整
備
、
用
地
購
入
費
。
松
ノ
久
保

集
会
所
の
工
事
請
負
費
。
大
洲
農
高
創

立
六
十
周
年
記
念
事
業
負
担
金
七
十
万

円
な
ど
。

{
民
生
費
}
重
度
障
害
者
の
医
療
費
二

第3田定例会

長
浜
町
議
会
第
三
固
定
例
会
が
、
十

月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
三

日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別

会
計
の
決
算
の
認
定
、
監
査
委
員
の
選

任
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
町

提
出
の
議
案
二
十
四
件
、
請
願
文
書
、
意

見
書
な
ど
議
会
か
ら
の
案
件
四
件
。
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
報
告
案
件

は
い
ず
れ
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
議
を
前
に
一
般
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
可
決
、
受
理
採
択

さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
お
も
な
も

の
は
次
の
通
り
。

百
五
十
五
万
円
。
地
方
改
善
対
策
費
で

は
大
谷
口
地
区
道
路
の
工
事
請
負
費
な

ど。{
衛
生
費
一
高
額
療
養
費
貸
付
金
三
百

万
円
。
隔
離
病
舎
解
体
費
。
ご
み
焼
却

場
の
灰
出
し
チ
ェ
ー
ン
、
炉
内
温
度
計

の
取
り
替
え
経
費
百
万
円
。

{
農
林
水
産
業
費
]
農
地
、
農
業
用
施

設
の
補
修
、
農
道
の
整
備
に
必
要
な
経

費
。
林
業
振
興
事
業
の
た
め
に
六
十
八

万
円
。
大
谷
口
地
区
荷
捌
付
帯
施
設
の

工
事
請
負
費
。
魚
礁
設
置
、
稚
魚
中
間

育
成
な
ど
に
二
百
五
万
円
。
地
域
沿
岸

漁
業
構
造
改
善
事
業
に
五
百
五
十
五
万

円。一
商
工
費
}
商
工
業
振
興
育
成
の
た
め

に
百
万
円
。

{
土
木
費
}
道
路
補
修
に
四
百
万
円
。

谷
上

1
上
須
戒
線
ほ
か
の
町
道
新
設
の

工
事
請
負
費
。
柿
ノ
久
保
線
ほ
か
の
用

地
購
入
費
。
県
営
工
事
の
県
道
長
浜
1

中
村
線
改
良
工
事
に
七
百
六
万
二
千
円
。

大
和
川
局
部
改
良
工
事
に
百
十
五
万
円
。

長
浜
港
改
修
ほ
か
で
一
千
七
百
九
万
二

千
円
。
小
浦
団
地
の
補
修
な
ど
に
二
百

七
十
万
円
。

{
消
防
費
}
消
火
栓
新
設
に
よ
る
負
担

金
百
万
円
。

{
教
育
費
}
大
和
小
の
屋
体
補
修
費
。

町
体
育
館
冷
暖
房
施
設
の
補
修
費
な
ど
。

教
育
委
員
に

増
田
、
三
井
氏
を
再
任

長
浜
町
教
育
委
員
増
田
晴
茂
氏
(
六
六
)

と
三
井
前
氏
(
六
一
)
は
十
月
三
十
一
日
で

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
両
氏
を
再
選

任
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
い

ず
れ
も
万
場
一
致
の
同
意
を
得
て
教
育

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

議満塁
一会里子委
ァ!署//~員
干呂凶 fミlこ
はノl
義氏
徳を

氏霊

町
監
査
委
員
満
野
公
介
氏
(
六
八
)
は
、

十
月
三
十
一
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
同
氏
を
再
選
任
、
議
会
の
同
意
を

求
め
た
結
果
、
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
、

監
査
委
員
に
再
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
二
宮
英
二
氏
が
昭
和
五
十
九

年
十
月
二
十
五
日
付
け
で
議
会
議
員
選

出
の
町
監
査
委
員
を
退
職
し
た
の
に
伴

ぃ
、
町
長
は
後
任
委
員
に
二
宮
義
徳
氏

(
五
八
)
を
選
任
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た

結
果
、
原
案
通
り
同
氏
が
後
任
に
決
ま

り
ま
し
た
。

喜
多
漁
港
地
域
改
善
対
策

改
修
工
事

長
浜
建
設
と
西
田
興
産

昭
和
五
十
九
年
度
喜
多
漁
港
地
域
改

善
対
策
改
修
工
事
(
分
割
二
は
、
九

千
百
二
十
万
円
で
長
浜
建
設
と
、
同
工

事
(
分
割
二
)
は
、
四
千
九
百
五
十
万

円
で
西
国
興
産
と
請
負
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

沖

浦

漁

港

改

修

大
谷
口
地
区
道
路

西
田
興
産
と

請
負
契
約
の
変
更

昭
和
五
十
九
年
度
沖
浦
漁
港
改
修
工

事
(
分
割
こ
は
、
西
国
興
産
と
四
千

五
百
三
十
三
万
円
で
変
更
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
度
地
方
改
善

施
設
整
備
事
業
大
谷
口
地
区
道
路
新
設

工
事
(
第
一
工
区
・
延
長
五

0
・
四
九

日
幻
)
は
、
一
二
千
七
百
五
万
六
千
円
で
西

田
興
産
と
変
更
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

本
郷
;
長
尾
線

舗

装

工

事

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

本
郷

1
長
尾
線
は
、
戒
川
中
央
部
に

位
置
し
、
各
集
落
聞
の
主
要
路
線
で
あ

る
た
め
、
延
長
千
八
百
三
十
二
灯
、
幅

員
三
・
六
日
の
舗
装
工
事
を
行
っ
て
整

備
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

請
願
文
書
を
採
択

少
額
貯
蓄
に
対
す
る
非
課
親
制
度

長
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
・
二

宮
政
夫
氏
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
「
小

額
貯
蓄
に
対
す
る
非
課
税
制
度
の
存
続

に
関
す
る
」
請
願
文
書
は
受
理
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

意
見
書
二
件
を
採
択

国
庫
補
助
負
担
率
引
き
下
げ
に
よ
る

地
方
負
担
転
嫁
反
対
の
意
見
書
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

ご
の
内
容
は
、
国
が
来
年
度
予
算
の

概
算
要
求
に
わ
い
て
財
政
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
国
庫
補
助
負
担
率
を
一
律

に
引
き
下
げ
、
一
方
的
に
地
方
財
政
に

し
わ
ょ
せ
す
る
と
し
て
国
庫
補
助
負
担

率
引
き
下
げ
に
よ
る
地
方
負
担
転
嫁
に

反
対
す
る
と
い
う
も
の
。

ま
た
、
少
額
貯
蓄
に
対
す
る
非
課
税

制
度
を
存
続
さ
せ
る
意
見
書
も
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
政
府
税
制
調
査
会
に
お
い

て
非
課
税
貯
蓄
制
度
の
存
続
を
め
ぐ
っ

て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

こ
の
制
度
を
廃
止
し
、
安
易
に
利
子
課

税
す
る
こ
と
は
大
衆
課
税
強
化
そ
の
も

の
で
あ
り
、
こ
の
制
度
の
堅
持
を
望
む

と
い
う
も
の
。

五
十
八
年
度

会
計
決
算
を
認
定

昭
和
五
十
八
年
度
の
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
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議 員 fZ三》三、
。大本春日月 田中定幸 ，宮英 久井貞治郎
西宮正幸

議会運営委員 。菊地満男 田中定幸一二宮英一 久井貞治郎
西宮正幸桜田和夫浦固定城戸岡政雄

常 昨志 ま告
。 宮英一二 0中野茂日月 小川儀二郎 東正行
浦田定城戸i両政雄

任
。田中定幸 0日品照友津田龍雄和国永吉

委 文教厚生
員

大本春日月 堤正和

Z35L え 産業建設
。西宮正幸 0大里子真良 久井貞治郎 山本薫
桜田和夫 菊地満男 J宮義徳

地域開発事業 。浦同定 。一二宮英 久井貞治郎 山本薫

特別委員
大本春H月西宮正幸絞田和夫菊地満男
一宮義徳 城戸同攻雄

河辺川ダム調査 。桜旧和夫。一宮英 山本薫大本春明
対策特別委員 菊地満男二宮義徳浦田定城戸岡政雄

監査委員 二宮義徳

大洲・喜多衛生
城戸岡政雄 大本春日月

事務組合議員

地村八幡圏区組J広兵域合・大市議洲町員 城戸附政雄久井貞治郎

大長図丁洲浜キ寸市手町且ー喜多郡千合也議4員7う、 城戸岡政雄

住宅入居者 小川儀二郎 二宮英ーよ 久井貞治郎 山本薫
選考委員 大本春H月桜田和夫城戸岡政雄

都市計画
一二宮英三和田永吉西宮正幸城戸両政雄

審議委員

新
し
い
議
会
構
成
で
き
る

長
浜
町
議
会
の
新
し
い
議
長
に
城
戸

岡
政
雄
氏
(
五
七
・
長
浜
)
、
副
議
長
に
久

井
貞
治
郎
氏
(
六
三
・
大
越
)
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

こ
の
人
事
は
、
議
会
最
終
日
二
十
五

日
の
本
会
議
で
大
本
春
明
氏
が
議
長
の

職
を
、
和
田
永
吉
氏
が
副
議
長
の
職
を

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
辞
任

し
た
い
旨
を
届
け
出
た
た
め
、
こ
れ
を
承

認
し
て
新
し
い
議
長
、
副
議
長
の
選
出
が

行
わ
れ
、
両
氏
が
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
議
長
、
副
議
長
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
と
も
な
い
、
各
委
員
会
の
構
成

替
え
も
行
わ
れ
、
左
表
の
通
り
と
な
り

ま
し
た
。

町議会第3回定例会

。副委員長。委員長・会長長浜町議会構成表

{
城
戸
岡
議
長
略
歴
}
昭
和
二
年
生
ま

総
額
欝
れ
。
会
社
役

臨
鱒
畿
機
員
。
町
議
三

海

3
J
V
F関
麟

回

当

選

。

副

議

戸

訂

正

4
3
J
V鴻
次
点
綴
砂
川
川

月
相
、
レ
ト
滋
議
議
長
一
因
。

議
韓
鱗
騨
総
務
常
任
委

議
綴
鑓
員
長
。
議
会

運
営
委
員
長
。
区
長
会
事
務
局
長
。
奈

良
少
年
飛
行
学
校
卒
。
長
浜

一
久
井
副
議
長
略
歴
}
大
正
十
年
生
ま

議
綴
譲
れ
。
会
社
役

融
欝
鱗
盤
員
。
町
議
二

Jtvvd議
回

当

選

。

文

j
J
レ

¥

総

教

厚

生

常

任

機
織
懇
委
員
長
。
町

緩
議
総
農
業
委
員
会

会
長
代
理
。
白
滝
青
年
学
校
卒
。
大
越

今
回
の
議
会
で
は
、
城
戸
岡
政
雄
議

員
、
臼
高
照
友
議
員
、
津
田
龍
雄
議
員

小
川
儀
三
郎
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た。

広
く
皆
さ
ん
の

音
川
見
を
聞
い
て

ー

水

族

館

の

運

営

1

城
戸
岡
議
員
・
十
月
十
一
日
に
長
浜

町
行
政
改
革
検
討
委
員
会
が
関
か
れ
、

水
族
館
運
営
に
つ
い
て
存
続
か
休
館
か

と
討
議
さ
れ
た
。
県
下
に
唯
一
の
水
族

館
と
し
て
昭
和
十
年
に
新
設
さ
れ
、
観

光
客
誘
致
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、

今
や
規
模
、
内
容
は
貧
弱
で
、
客
を
誘

致
す
る
魅
力
を
失
い
、
年
々
赤
字
経
営

の
や
む
な
き
に
至
っ
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
廃
館
も
仕
方
な
い
の
で

は
と
将
来
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

四
国
四
県
中
、
愛
媛
県
以
外
の
三
県

に
は
県
立
水
族
館
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

長
浜
に
県
立
水
族
館
を
整
備
拡
充
、
あ

る
い
は
新
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

二
宮
町
長
・
:
施
設
も
た
い
へ
ん
老
朽

化
し
、
運
営
上
の
収
支
も
厳
し
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
運
営
の
方
向
に
つ
い
て

は
民
営
委
託
と
か
経
費
の
節
減
に
つ
い

て
提
言
が
あ
り
、
そ
の
都
度
検
討
を
加

え
、
経
営
の
改
善
に
つ
い
て
努
力
を
し

て
き
た
が
、
な
か
な
か
合
理
化
が
む
つ

か
し
い
。
ま
た
、
愛
媛
県
に
一
つ
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
県
へ
も
出
向
い
て

お
願
い
し
た
が
目
的
を
達
す
る
に
い
た

ら
な
か
っ
た
。

今
後
、
行
革
検
討
委
員
会
等
で
広
く

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
対
処
い
た
し
た

改
め
て
総
点
検
を

ー

下

水

道

の

整

備

改

良

1

観光客誘致の役割を果たしてきた水族館

城
戸
岡
議
員
・
:
本
町
内
の
下
水
道
は

昭
和
五
年
七
月
に
二
百
四
十
五
戸
を
対

象
と
し
て
着
工
し
、
年
末
に
完
成
、
そ

の
後
何
回
か
拡
張
、
補
修
を
行
い
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
町
内
の
下
水
道
は
傾

斜
が
少
く
、
排
水
口
と
の
差
が
き
ん
少

の
た
め
凝
固
し
た
油
脂
が
付
着
し
て
、

汚
水
を
遮
断
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

汚
水
の
た
れ
流
し
で
は
問
題
が
あ
る
と

因子
7
0

清
潔
で
明
る
い
町
み
つ
く
り
を
期

待
す
る
が
、
改
良
構
想
計
画
は
あ
る
の

か
。
現
在
の
下
水
道
を
総
点
検
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

二
宮
町
長
:
建
設
以
来
長
い
年
月
が

経
ち
、
老
朽
化
し
て
排
水
能
力
の
低
下

と
か
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
排
水

量
が
か
な
り
増
え
て
お
る
と
い
う
こ
と

で
問
題
が
お
こ
っ
て
お
り
、
広
域
的
な

下
水
道
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
情

勢
等
を
勘
案
し
て
長
期
計
画
を
検
討
し

て
い
る
。

処
理
区
内
の
未
整
備
地
区
に
つ
い
て

は
、
排
水
機
能
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に

改
修
し
、
人
口
密
集
地
区
は
生
活
環
境

整
備
事
業
な
ど
の
県
費
の
導
入
を
図
っ

て
整
備
を
進
め
て
い
る
。
散
在
す
る
部

落
は
排
水
施
設
の
改
良
整
備
を
年
次
計

画
的
な
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

担
当
で
も
点
検
し
て
い
る
が
、
改
め

て
総
点
検
を
や
ら
せ
た
い
。

両
者
の
話
し
合
い

で
解
決
を

ー
町
立
小
中
学
校
の
施
設
使
用

1

日
高
議
員
・
:
小
中
学
校
施
設
の
使
用

は
、
使
用
規
定
に
よ
る
と
公
共
団
体
や

P
T
A
が
主
催
す
る
行
事
を
行
う
場
合

と
な
っ
て
い
る
。
町
内
の

P
T
A
の
使

用
状
況
を
聞
い
て
み
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
、
文
化
活
動
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活

動
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

長
小
P
T
A
で
は
、
父
兄
の
体
育
教

室
や
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
を
体

育
館
を
使
用
し
て
き
た
が
、
最
近
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
理
由
で
長
小
の
体
育
館
だ

け
が
使
用
で
き
な
い
の
か
。

一
ニ
井
教
育
長
・
:
学
校
の
施
設
開
放
は

相
互
の
理
解
の
上
に
立
っ
て
進
め
ら
れ
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
努
力
を
お
し
ま

な
い
。
施
設
の
開
放
は
、
学
校
の
管
理

運
営
の
責
任
で
あ
る
校
長
の
判
断
に
ま

か
さ
れ
て
い
る
。
学
校
行
事
に
支
障
が

な
い
限
り
、
開
放
し
な
さ
い
と
い
う
こ

と
で
指
導
を
受
け
て
い
る
。

長
小
の
場
合
は
、
体
育
館
に
付
設
す
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る
ト
イ
レ
が
な
い
の
で
、
本
館
の
開
放

も
必
要
だ
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
だ
と

思
う
。
両
者
の
話
し
合
い
で
十
分
解
決

で
き
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
辺
の
指
導

を
図
り
な
が
ら
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
配

慮
し
て
い
き
た
い
。

町議会第3回定例会圃~

行
革
委
の
答
申
を

受
け
て

ー
長
中
の
寄
宿
舎
問
題

i

日
高
議
員
:
長
中
の
な
ぎ
き
寮
は
、

昭
和
四
十
三
年
新
校
舎
と
同
時
に
建
設

さ
れ
、
統
合
当
時
は
八
十
人
の
入
舎
生

を
容
し
、
だ
実
し
た
寄
宿
舎
で
あ
つ
な

と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
道
路
の
改
良

が
進
み
、
安
全
な
パ
ス
路
線
が
確
保
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
は
七
人
の
入

会
生
し
か
い
な
い
。
寮
の
作
続
に
つ
い

で
再
検
討
す
べ
き
時
期
で
は
か
ゆ
い
か
と

行
革
検
討
委
員
会
で
町
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
現
場

の
先
生
方
の
意
見
や
父
兄
の
考
え
方
を

聞
く
ご
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
ラ
。

早
懇
に
結
論
を
だ
さ
ず
に
、
十
分
に
時

閣
を
か
け
て
決
定
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、

い
つ
ご
ろ
を
め
ど
に
結
論
を
だ
す
の
か
。

二
宮
町
長
・
・
行
革
検
討
委
員
会
の
検

討
課
題
の
一
つ
と
し
て
諮
問
を
し
て
わ

り
、
適
切
な
意
見
が
だ
さ
れ
、
怠
見
の

集
約
が
な
さ
れ
る
と
思
う
。
学
校
や
P

T
A
の
代
表
の
方
も
委
員
と
な
っ
て
お

ら
れ
る
の
で
、
そ
の
人
達
の
意
見
も
と

り
入
れ
た
適
切
な
方
向
づ
け
の
答
申
が

な
さ
れ
る
と
思
う
。
答
申
を
う
け
て
今

後
の
運
営
を
ど
う
し
て
い
く
か
方
向
づ

け
を
し
て
い
き
た
い
。

歯
ど
め
策
を
積
極
的
に

働
く
場
所
は
開
発
事
業
で

1
農
林
業
不
振
と
遇
疎
化
問
題

1

建設して16年が経過したなき、さ寮

津
田
議
員
:
み
か
ん
産
業
も
生
産
過

剰
で
低
価
格
が
続
き
、
休
業
も
木
材
、

シ
イ
タ
ケ
の
安
値
で
農
家
に
と
っ
て
は

所
得
が
落
ち
込
ん
で
農
外
収
入
の
道
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
け
現
状
で
あ
る
。
農

家
の
所
得
が
減
る
こ
と
に
よ
り
、
商
底

街
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

学
校
を
卒
業
し
て
就
職
し
よ
う
と
忠

つ
で
も
職
場
が
少
な
く
、
都
会
へ
若
者

が
出
て
行
き
人
口
が
減
る
一
方
で
あ
る
。

当
町
の
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
て
、

若
者
が
安
心
し
て
こ
の
町
に
と
ど
ま
り
、

働
付
る
町
ゃ
つ
く
り
を
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
町
長
の
さ
所
見
を
う
か
が
い
た
い
。

二
宮
町
長
:
農
業
、
林
業
、
漁
業
は

町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
前
向
き
に
進

め
て
い
く
た
め
、
厳
し
い
中
か
ら
そ
の

た
め
の
予
算
を
計
上
し
、
振
興
に
努
力

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
果
樹
と
畜
産
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
に
力
を

入
れ
、
'
林
業
に
つ
い
で
は
、
シ
イ
タ
ケ

が
従
来
の
よ
う
な
活
況
を
と
り
戻
す
よ

う
な
補
助
施
策
を
、
漁
業
に
つ
い
で
は

漁
港
の
整
備
、
稚
魚
の
放
流
な
ど
低
調

に
な
ら
な
い
よ
う
な
歯
止
め
策
と
し
て

今
後
も
積
極
的
に
進
め
て
参
り
た
い
。

働
く
場
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
第
二

次
開
発
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

ご
れ
を
完
成
さ
せ
る
以
外
に
で
き
て
こ

な
い
。
経
済
に
活
気
を
と
り
戻
す
ご
と

は
で
き
な
い
と
思
う
の
で
、
今
後
も
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
、
ご
質
問
の
主

旨
に
泊
う
て
い
き
た
い
。

公
共
事
業
等
の
用
地
に

細
か
い
接
渉
は
ま
だ

ー
長
浜
駅
貨
物
引
込
鵡
跡
地

1

小
川
議
員
・
・
・
長
浜
駅
貨
物
引
込
線
跡

地
の
払
下
げ
交
渉
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
面
積
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
、
要

求
す
る
金
額
は
ど
う
な
の
か
。
町
長
の

考
え
方
は
ど
う
か
。

ま
た
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
こ
と
に
利

用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
町
で
測
量
は
し
て
い
な

い
が
、
約
四
千
平
方
ド
く
ら
い
だ
と
考

え
て
い
る
。
金
額
に
つ
い
て
細
か
い
接

渉
は
ま
だ
や
っ
て
い
な
い
。

利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
道
三
七

八
号
の
長
浜
工
区
の
代
替
地
、
あ
る
い

は
公
共
事
業
等
の
用
地
に
使
い
た
い
と

考
え
、
国
鉄
へ
お
願
い
し
て
い
る
。

長
浜
町
に
つ
い
て
は
、
優
先
的
に
考

え
る
と
い
う
ご
と
に
は
な
っ
て
い
る
が
、

い
つ
払
い
下
げ
て
く
れ
る
の
か
、
金
額

が
い
く
ら
か
と
い
う
ご
と
は
ま
だ
明
確

に
な
っ
て
い
な
い
。

損
を
し
な
い
と
い

う
方
策
を

ー
企
業
誘
致
の
情
勢

1

小
川
議
員
:
・
第
二
次
開
発
の
計
一
向
に

対
す
る
企
業
誘
致
の
情
勢
は
進
展
し
て

き
で
い
る
の
か
。
愛
媛
県
の
西
条
市
や

石
川
県
、
富
山
県
で
も
用
地
を
安
売
り

し
て
企
業
話
致
を
し
て
い
る
。
今
度
、

橋
立
沖
の
埋
立
で
が
で
き
た
時
、
町
は

損
を
せ
ず
に
売
れ
る
か
ど
う
か
不
安
が

で
て
き
た
。
で
き
る
と
い
う
自
信
が
あ

る
の
か
。
あ
る
企
業
が
引
き
受
け
て
や

る
と
い
っ
て
く
れ
た
と
い
う
が
、
そ
の

価
格
の
保
証
を
と
っ
て
い
る
の
か
。
万

一
の
場
合
、
引
き
受
け
て
や
る
と
い
う

企
業
、
特
に
四
国
電
力
の
場
合
刊
し
あ
れ

ば
な
む
そ
の
責
任
を
も
っ
て
も
ら
う
、

町
に
迷
惑
は
か
け
な
い
と
い
う
裏
づ
け

が
今
な
ら
と
れ
る
と
思
う
が
、
そ
こ
ま

で
や
る
気
が
あ
る
の
か
。

坪
十
万
な
ら
十
万
と
い
う
単
価
を
き

め
て
、
ど
の
程
度
の
も
の
が
何
社
か
、

数
字
的
な
も
の
が
わ
か
る
よ
う
な
ら
発

表
し
て
い
な
だ
き
た
円
。

有効に使いたい貨物引込線跡地

L
P
G
の
問
題
は
、
実
際
に
可
能
性

が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
こ
れ
は
、

も
っ
と
専
門
的
に
煮
つ
め
て
、
ゃ
る
の

な
ら
や
る
、
や
ら
な
い
の
な
ら
や
ら
な

い
で
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
お
い
て
お

く
こ
と
は
町
の
発
展
に
は
役
に
立
た
な

い
と
思
う
。
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
の
こ

と
を
答
え
て
ほ
し
い
。

二
宮
町
長
:
・
企
業
誘
致
中
、
地
場
産

業
と
よ
そ
か
ら
や
っ
て
く
る
大
手
企
業

の
二
つ
に
分
け
て
考
え
て
い
る
。
地
場

産
業
法
現
状
で
約
十
社
程
度
で
て
い
ご

う
と
い
う
話
が
あ
る
が
契
約
書
は
と
り

か
わ
し
て
い
な
い
。
大
手
企
業
は
数
社

と
接
渉
中
で
あ
る
が
、
厳
し
い
情
勢
の

中
で
、
話
を
ま
と
め
る
の
に
努
力
し
て

い
る
。企
業
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
公
害
の

な
い
企
業
を
、
で
き
る
だ
け
雇
用
人
員
の

多
い
も
の
を
も
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

は
従
米
か
ら
言
つ
て
い
る
通
り
一
で
あ
る
。

土
地
を
売
却
す
る
場
合
、
慣
を
す
る

よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
検
討

中
で
あ
る
。

坪
十
万
円
に
つ
い
ご
は
了
解
を
得
て

ミ
'

J

。

し
とで
き
な
い
時
に
阿
国
電
力
に
責
任
を

も
た
せ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
、
方
向
づ
け
が
で
き
た
ら
ご

相
談
し
た
い
と
考
え
て
い
げ
る
の
で
ご
問

解
い
た
だ
き
た
い
。

活
力
が
よ
み
が
え

る
町
政
の
執
行
を

ー
町
民
の
活
力
意
識
1

小
川
議
員
:
長
浜
町
民
は
沈
み
か
え

っ
て
け
る
が
、
そ
れ
は
ど
こ
に
原
因
が
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あ
る
の
か
。
松
山
市
で
聞
か
れ
た
四
国

四
県
の
町
村
長
会
で
も
小
心
に
な
っ
て

い
る
の
は
「
活
力
を
ど
う
し
て
と
り
返

す
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
三
た
。
長
浜

町
も
非
常
に
活
力
が
な
い
が
、
日
体
的

に
そ
の
活
力
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
り
上

げ
て
い
く
の
か
。
長
浜
町
の
場
合
、
努

力
を
し
ご
い
な
い
。
み
ん
な
で
も
っ
と

一
生
懸
命
や
る
と
い
う
姿
勢
が
な
い
と

m
u
h
7
。
こ
の
町
に
住
ん
で
お
れ
ば
、
い
ず
れ

よ
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
希
望
の
も
て

る
町
q

つ
く
り
、
人
口
が
増
え
な
い
な
ら

増
え
な
げ
な
り
仁
充
実
し
た
町
づ
く
り

と
い
う
も
の
に
つ
く
り
か
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
う
が
、
字
せ
な
町
ぞ
つ
く

り
と
い
う
も
の
を
ど
う
考
え
て
け
P9
か。

二
宮
町
長
:
若
い
人
が
ど
人
ど
ん
此

て
い
っ
て
お
り
、
六
十
五
歳
以
上
が
一

七
%
で
あ
る
こ
と
色
活
力
の
な
い
原
川

で
あ
る
。
農
林
治
業
が
不
況
で
ふ
り
、

若
い
人
の
働
く
場
所
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
活
力
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
の
だ
と

間一?っ。活
力
を
と
り
戻
す
た
め
に
、
第
二
次

開
発
を
や
り
、
企
業
立
地
を
し
て
働
く

場
所
を
作
っ
と
い
く
と
い
う
の
が
町
の

考
え
方
で
あ
る
。
努
力
を
し
て
い
る
か

い
な
い
か
は
主
観
の
違
い
で
あ
り
、
我
々

と
し
て
は
努
力
し
て
い
る
。
活
力
が
よ

み
が
え
る
よ
う
な
町
政
の
執
行
を
し
て

参
り
た
い
の
で
ご

m解
い
た
だ
き
た
い
。

?そ豆主主主窓翠町議会第3園定例会・お知らせ

一
層
充
実
さ
せ
て

ー
町
民
各
界
と
の
対
話
集
会
f
)

小
川
議
員
合
屯
司
民
主
主
義
の
原
則
は
、

大
勢
の
人
の
忌
見
を
閣
き
、
そ
の
意
見

に
よ
J

て
動
い
て
い
く
政
治
で
な
い
と

い
け
な
い
が
、
長
浜
町
は
広
く
町
民
の

意
向
を
聞
こ
う
と
し
な
い
υ

固
で
は
教
育
改
革
に
つ
い
て
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
改
革
案
を
公
募
し
、
全
国

民
か
ら
意
見
ヰ
一
集
約
し
て
や
ろ
う
と
し

て
い
る
。
も
っ
と
町
民
と
ひ
さ
を
つ
き

合
わ
せ
て
町
民
が
納
得
す
る
よ
う
な
も

の
、
進
ん
疋
意
見
を
聞
き
、
ア
イ
デ
ア

会
と
り
入
れ
、
誤
っ
た
考
一
え
方
を
し
て

い
る
人
に
は
納
得
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

み
ん
な
と
も
っ
と
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ

せ
て
、
謙
虚
に
し
日
思
見
を
聞
け
て
や
ろ
う

と
い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

行
政
改
革
検
討
委
員
会
で
こ
の
問
題

を
検
討
す
る
と
い
う
約
束
を
し
て
い
と

だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
現
在
は
情
報
化
社
会
で

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聞
く

こ
と
は
極
め
て
大
切
で
あ
り
、
孜
々
が

考
え
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
町
民
の
意
見

は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
吸
収
し
で

む
り
、
な
お
一
層
そ
の
こ
と
を
充
実
さ

せ
て
い
ぐ
こ
と
は
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
O

F
県
い
か
実
施
し
て
い
る
お
茶
懇
に
も
参
一

加
し
て
、
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ
せ
て
話
を
一

し
て
お
り
、
諸
会
合
へ
も
で
て
意
見
を
一

述
べ
た
り
、
聞
い
た
り
し
で
町
行
政
に
一

と
り
入
れ
て
い
く
と
い
う
努
力
は
最
大
一
大
洲
市
と
芹
多
郡
内
の
各
町
村
が
負

叫
に
し
て
い
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
一
担
し
て
冗
十
崎
町
古
田
に
特
別
養
護
老

た

い

。

一

人

ホ

i
ム
「
神
南
荘
」
が
建
設
さ
れ
て

行
革
検
討
委
員
会
に
も
台
際
い
し
て
一
い
ま
す
υ

お
り
、
耳
を
傾
け
て
い
呆
た
い
o

一
こ
の
施
設
は
、
六
十
五
歳
以
上
で
身

十
体
上
ま
た
は
精
神
上
苦
し
い
欠
陥
が
あ

親

し

ま

れ

る

一

る

た

め

、

常

時

の

介

護

を

必

要

と

し

、

し

ム

報

低

つ

く

り

を

一

自

宅

に

お

い

て

も

介

護

を

受

け

る

こ

と

!
;
J
F

一
が
困
難
な
方
を
哩
谷
し
、
心
身
の
健
康

1
一
般
質
問
記
事
の
正
確
化

1

↑
保
持
と
生
活
の
安
定
を
図
る
施
設
で
す
。

小
川
議
員
・
:
広
報
な
が
は
ま
に
掲
載
一
米
年
四
月
一
日
か
ら
関
所
さ
れ
ま
す

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
い
ち
ゃ
も
ん
一
の
で
、
入
所
を
希
守
さ
れ
る
方
は
、
民

を
つ
け
た
こ
と
は
一
回
も
な
い
が
、
一
一
生
委
員
ま
た
辻
、
役
場
住
民
深
福
祉
係

般
質
問
に
つ
い
て
、
町
長
の
都
合
の
い
一
ま
?
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

い
よ
う
に
や
り
か
え
て
載
せ
な
い
よ
う
一
な
わ
週
一
回
の
入
浴
、
食
事
、
生
活

に
し
て
い
な
だ
き
た
け
。
要
点
を
ぼ
か
一
指
導
な
ど
の
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

し
て
も
ら
っ
た
の
で
は
い
け
な
い
。
ポ
一
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ト
だ
け
は
正
確
ロ
必

T
載
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
正
確
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
義
務
だ
と

田
口
っ
て
い
る
に
町
民
の
背
さ
ん
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
努
力
を
し
て
参
り
た
い
の

ペ
ー
ジ
数
等
に
制
限
が
あ
り
、
質
問
、

意
見
に
つ
い
で
は
要
約
し
て
載
せ
て
む

り
、
ポ
イ
ン
ト
だ
け
に
と
ど
め
て
い
る

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
の
本
旨
を
ま
ち
が
え
な
い
よ
う

厳
し
く
指
導
し
て
お
り
、
今
後
共
編
集

技
術
に
つ
い
て
は
工
夫
を
し
て
、
告
さ

ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

対話集会で皆さんの意見を

「特
神2型
南53主
荘を
」人

ホ

ム

建
設
中

四
月
か
ら
開
所

見
舞
金
の
手
続
き
を

心

身

障

害

者

身
体
障
害
昌
子
候
あ
る
い
は
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
、
十
二
月
一
日
現

在
長
浜
町
に
住
ん
で
お
り
、
住
民
間
5
録

を
し
て
い
る
人
に
は
、
十
二
月
に
見
舞

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

一
支
給
額
}

。
身
体
障
害
者
手
帳

U
@
一
級
・
二
級

の
ト
々
・
:
一
点
千
円
、
-
三
級
・
四
級
の
方
・
:

四
千
円
、
骨
五
級
ム
パ
級
の
方
:
・
コ
一
千
円

。
療
育
手
帳
U
U
申

A
の
方
・
:
五
千
円
、

母

B
の
方
:
四
千
円

こ
の
見
舞
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
定

め
ら
れ
た
械
式
で
申
請
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

訂
し
い
こ
と
法
、
役
場
住
民
課
で
む

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

豊
か
な
人
間
関
係

を
つ
く
ろ
う

人
権
週
間
ロ
月
4
日
1
刊
日

十
二
月
四
円
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週

間
は
、
人
権
週
間
で
す
一
ぃ
人
権
週
間
味
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
H

人
権
μ

と
い
う
も

の
を
再
認
識
し
、
ま
た
、
自
己
の
行
為
に

よ
っ
て
他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
な
い

か
反
省
し
ご
み
る
週
間
で
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
内
の
問
題
や
隣
近
所
と
の
も
め

ご
と
、
借
地
借
家
の
問
題
会
ど
で
お
同

り
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

か
法
務
局
ま
た
は
そ
の
支
同
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
中
!
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。

熊
野
能
…
雄
き
ん
(
長
浜
)
、
平
日
-
一
一
盛

き
ん
(
出
海
)
、
土
居
孝
章
き
人

ho
気
軽
に
相
談
を

心
配
ご
と
相
談

心
配
ご
と
相
談
所
で
は
、
日
常
生
活

の
い
ろ
い
ろ
な
相
珠
山
に
、
適
切
な
助
言

と
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

今
月
の
相
訟
日
は
、
卜
二
月
十
日
、

二
十
行
、
場
所
は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
一

時
ま
で
で
す
。

な
お
、
十
二
月
二
十
日
の
午
後
は
西

山
弁
護
士
が
相
談
に
加
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。



6ー

企業立地のご案内

長
浜
町
で
は
、
積
極

的
に
企
業
誘
致
の
促
進

を
図
る
た
め
、
愛
媛
県

の
協
力
を
得
て
、
「
企
業

立
地
の
ご
案
内
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
ま

し
た
。内容
と
し
て
は
、
①
第

二
次
臨
海
工
業
開
発
構

想
図
②
今
坊
地
区
埋
立

平
面
図
③
今
坊
地
区
埋

立
造
成
地
の
分
譲
予
定

単
価
等
④
優
れ
た
立
地

条
件
⑤
地
域
指
定
⑥
工

場
立
地
に
つ
い
て
の
優

遇
措
置
等
の
項
目
を
掲
げ
、
長
浜
町
へ

の
企
業
立
地
を
ピ

l
-
ア
ー
ル
し
た
も

の
で
す
。

分
譲
単
価
は
、
一
平
方

M
当
た
り
、

約
三
万
円
の
予
定
で
す
。
一
企
業
当
た

り
の
分
譲
単
位
は
、
地
場
産
業
は
三
千

三
百
平
方
灯
、
そ
の
他
の
企
業
に
つ
い

て
は
一
万
平
方
川
以
上
を
基
準
と
し
て

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
A
7
坊
地
区
の
埋
立
造
成
は
、
第

二
次
臨
海
工
業
開
発
事
業
の
中
心
と
し

て
、
昭
和
六
十
四
年
三
月
完
成
を
目
標

に
、
約
四
十
万
平
方
げ
の
用
地
造
成
を

行
お
う
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

第
二
次
臨
海
工
業
開
発
事
業
の
構
想
は
、

四
国
西
南
地
域
の
工
業
開
発
の
拠
点
と

し
て
、
さ
ら
に
、
長
浜
港
の
重
要
港
湾

昇
格
を
目
指
す
一
大
港
湾
整
備
計
画
も

含
ま
れ
て
わ
り
、
将
来
的
に
は
、
西
瀬

戸
経
済
圏
構
想
に
お
け
る
ア
ジ
ア
ボ
ー

ト
計
画
の
副
港
へ
の
位
置
付
け
を
目
指

す
も
の
で
す
。

以
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
長

』構事農をお寄せください
企業誘致パンフレット完成

浜
町
で
は
、
現
在
、
企
業
誘
致
に
全
力

を
傾
注
し
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す。

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
企
業
誘
致

に
つ
い
て
、
各
般
の
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
わ
願
い
い
た
し
ま
す
。

第二次臨海工業開発事業構想園

/ 今坊地区埋立平面園

1，050m 
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地

路
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お
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一 7ー

脊
柱
側
わ
ん
症
と
血
液
と
の
関
係

長

浜

中

学

校

脊
柱
側
わ
ん
症
と
栄
養
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
今
年
六
月
号
の
広
報
な
が

は
ま
で
こ
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

側
わ
ん
症
と
血
液
と
の
関
係
に
つ
い
て

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

血
液
検
査
は
、
側
わ
ん
痕
生
徒
三
十

人
、
健
常
生
徒
六
十
人
を
対
象
に
、
昨

年
十
一
月
長
浜
中
学
校
で
実
施
し
た
も

の
で
す
。
調
査
は
野
島
元
雄
愛
媛
大
学

整
形
外
科
教
授
、
演
田
稔
衛
生
学
助
教

授
、
一
色
保
子
栄
養
士
に
依
頼
し
ま
し

た。
生
化
学
的
変
化
を
把
握

治
晴
樹
と
予
防

脊柱韻.tlわん症と且液

側
わ
ん
症
者
と
健
常
者
に
つ
い
て
栄

養
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
側
わ
ん
症

者
に
偏
食
の
傾
向
が
強
い
こ
と
が
わ
か

り
、
広
報
紙
上
で
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

側
わ
ん
症
が
単
に
成
長
の
過
程
に
起
こ

る
姿
勢
の
ひ
ず
み
な
の
か
、
体
の
形
状

に
か
か
わ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
異
常
の
一

つ
で
あ
る
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の

原
岡
は
不
明
で
す
。
そ
こ
で
、
側
わ
ん

症
に
特
有
の
生
化
学
的
変
化
を
把
握
で

き
れ
ば
、
本
症
の
迷
を
解
く
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
治
療
や
予
防
の
手
だ
て
が

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

生
体
の
基
本
|
タ
ン
パ
ク
質

生
体
の
構
成
を
成
分
別
に
み
る
と

水
六
一
%
、
タ
ン
パ
ク
質
一
八
%
、
脂

質
一
四
%
、
糖
質
一
O
%
な
ど
で
、
タ

ン
パ
ク
質
が
重
要
な
成
分
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
食

物
か
ら
と
る
栄
養
素
と
密
綾
な
関
係
が

あ
り
ま
す
。
現
在
の
医
学
で
は
、
血
液

中
の
タ
ン
パ
ク
質
の
量
的
変
化
や
内
容

の
質
的
変
化
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

診
断
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
体
の
形
態
保
持
や
運
動
機
能

に
関
係
す
る
骨
格
筋
や
結
合
組
織
の
主

要
タ
ン
パ
ク
質
成
分
の
内
容
的
な
変
化

も
今
回
は
明
確
に
見
い
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。適
当
な
運
動
や

頭
脳
を
使
っ
て

病
気
へ
の
抵
抗
力

側
わ
ん
症
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
病

気
に
対
す
る
抵
抗
力
の
減
退
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
調
べ
て
み
る
と
、
側
わ

ん
症
者
に
免
疫
力
の
あ
る
タ
ン
パ
ク
質

が
健
常
者
よ
り
低
い
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ど
の
病
気
に
対
し

て
抵
抗
力
が
弱
い
か
は
不
明
で
す
が
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
適
当
な
運

動
、
そ
し
て
頭
脳
を
使
う
工
夫
を
す
る

こ
と
で
体
力
や
低
抗
力
の
増
強
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
病
気
の
う
ち
、
山
原
同
不

明
な
も
の
の
多
く
が
ウ
ィ
ル
ス
犯
人
説

で
片
づ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
迷
惑
を
う

け
て
い
る
よ
う
で
す
。
側
わ
ん
症
で
は
、

ウ
ィ
ル
ス
感
染
時
の
反
応
は
陰
性
で
、

現
状
で
は
ウ
ィ
ル
ス
を
真
犯
人
と
す
る

積
極
的
な
証
拠
は
み
っ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

側わん症体操をする生徒たち

代
謝
の
し
く
み
を
円
滑
に

酵

素

の

働

き

傷
の
な
い
皮
膚
に
オ
キ
シ
フ
ル
を
塗

布
し
て
も
泡
を
生
じ
ま
せ
ん
が
、
転
ん

で
皮
膚
を
す
り
む
い
た
り
、
ナ
イ
フ
で

指
を
切
っ
た
り
し
た
時
、
傷
口
に
オ
キ

シ
フ
ル
を
つ
け
る
と
泡
が
で
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
傷
口

で
損
傷
を
う
け

た
血
管
か
ら
出

た
血
液
中
の
酵

素
が
オ
キ
シ
フ

ル
を
水
と
酸
素

に
分
解
す
る
か

ら
で
す
。
酵
素

は
都
市
の
道
路

網
の
よ
う
に
複

雑
な
代
謝
の
し

く
み
を
円
滑
に

す
る
た
め
の
い
わ
ば
交
通
信
号
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
で
、
酵
素
の
異
常

か
ら
く
る
疾
患
の
予
測
も
可
能
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
糖
質
、
タ
ン
パ
ク
質
、

ア
ミ
ノ
酸
脂
質
そ
し
て
生
体
情
報
や
骨

格
筋
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
、
骨
形
成
関

与
酵
素
、
尿
酸
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
で

み
ま
し
た
が
、
特
に
病
的
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
変
化
は
見
い
出
せ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
健
常
者
と
比
較
し
て
、
側
わ
ん

症
で
は
硫
黄
を
含
む
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の

一
つ
が
低
値
で
、
骨
格
筋
回
有
の
タ
ン

パ
ク
質
の
分
解
が
や
や
進
行
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
よ
う
な
デ
l
タ
も
一
部
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ル
モ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン

生
体
内
の
潤
滑
油

血
液
中
を
絶
え
ず
循
環
し
て
い
る
ホ

ル
モ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
生

理
機
能
を
調
節
し
て
お
り
、
車
の
潤
滑

油
の
よ
う
な
大
切
な
役
割
を
も
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
過
不
足
は
代

謝
系
の
ひ
ず
み
を
も
た
ら
し
、
生
理
的

働
き
を
狂
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
側
わ

ん
症
者
で
は
あ
ま
り
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

野
菜
、
海
草
類
を
多
く

偏
食
、
高
脂
肪
食
を
な
く
そ
う

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
リ

ボ
タ
ン
パ
ク
の
上
昇
が
全
員
に
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
追

放
に
は
、
脂
肪
(
パ
タ

l
、
牛
脂
、
豚

脂
)
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
糖
質
(
ご

は
ん
、
果
物
、
ジ
ュ
ー
ス
、
菓
子
な
ど
)

の
と
り
過
ぎ
を
さ
け
、
植
物
油
の
使
用

を
増
や
す
と
か
、
繊
維
成
分
の
豊
富
な

野
菜
、
イ
モ
類
、
海
草
類
を
多
く
と
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

検査を受ける長中生徒

鉄
分
の
多
い

有
色
野
菜
を

色
由
美
人
に

側
わ
ん
症
が
多
い
?

色
白
美
人
と
は
、
女
性
の
貧
血
状
態

を
意
味
す
る
言
い
方
の
よ
う
で
す
。
側

わ
ん
症
の
女
子
は
偏
食
傾
向
が
強
い
の

に
比
例
し
て
、
健
常
者
よ
り
貧
血
、
血

液
鉄
の
不
足
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

も
っ
と
積
極
的
な
色
白
、
つ
ま
り
血
色

の
よ
い
、
光
沢
の
あ
る
皮
膚
に
す
る
に

は
、
や
は
り
鉄
分
の
多
い
有
色
野
菜
を

多
く
と
り
、
適
当
な
運
動
を
し
て
増
血

効
果
を
あ
げ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

今
回
初
め
て
実
施
し
た
血
液
検
査
の

結
果
で
は
、
側
わ
ん
症
者
、
健
常
者
の

双
方
に
病
的
異
常
値
は
軽
微
な
が
ら
以

上
の
よ
う
な
差
異
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

成
長
完
成
期
に
あ
る
女
子
中
学
生
の

皆
さ
ん
は
、
健
康
な
大
人
の
女
性
に
な

る
準
備
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
訳
で

す
か
ら
、
貧
血
を
一
日
で
も
早
く
解
消

し
て
生
き
生
き
し
た
毎
日
を
送
る
よ
う

自
覚
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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の射
財政状況の公表

長浜町の財政事情の作成わよひ、公表

に関する条例により昭和59年度 9月末

現在の財政状況を公表します。

日計1159年11月 長浜町長二宮重憲

費目別

266、7541 2守2201524，8981 27，13:1 1 285.376 1 94，949 

円

円

円

日

労

千

千

千

一E

F

6

5

0

詰

ヲ

内

亡
d

£

り

ハ

hu

出
摘
出

1
i

ゥ，
η
i

診

1

L

1

日

額

額

額

鞠

算

哨

附

麟

予

収

刻T
E
 
住宅新築資金等貸付事業

/仏 予算額加、671千円

~当純ヌ 収入済額 6，888T'円

12I日支出済額 32千円

鮪易水道事業

1- 予算額 108，130千円

卜Jlj 収入済額 5，577千円

川 支出済額山69千円

工業用水道事業会計
収益的収入済額

収括的支出済額

5唱425千円

6，437千円

書量 出(使うお金) (単位:千円)

億円 5

01 
1 1 1 1 1 

算予 行執

害虫額

3イ I I 開| I I {う吏 です

予に
定使

I I 閥| I I I I のコ2.， 
額金 金た

)額

予算制

執行額
(予算執行事)

5，000 3，523，557 

1，210，749 
(34.4%) 

94，530 I 924 I 13/1，011 I 17、0561 39，3681 56，675 1181弔5551 4，345 1 207，89! 1 0 
(35.4%) 1 (41付%、 I¥2U%) 1 (62.9%) 1 (13.R%i 1 (59.7%) 1 (44.4%) 1 (91.1%) 1 (39.9%ノ 'u0%) 

国民鍵藤保輪

銅子算額 786.28千円

収入済額 307，772千円

支出済額 286，745千円

予算額 455，616千円

収入済額 286，020刊Ij

支出済額 290，449千円

港湾施設事業

...----~ nll ;it 予算額 10，000千円

型坐週Q 収入済額 3，739千円

噌瞬時支出済額 4，459千円

水道事業会計
38，647千円

30，872千円収益的支出済額

予算額 1，684，000千円

以人法額 0千円

支出済額

税別収入状況
(単f，i:千円)

税 種 ~~ 予算額 収入浴額

田T 民 干~~ 179，285 86，769 

固定資産税 159，943 82，344 

車王自動車税| 9，382 10，632 

たばこ消費税 36，864 20，503 

電 岸ヌ言含L 税 24，948 13，459 

木材づi取税 100 。
特別土地保有税 1，88:; 2，035 I 
£口』 計 1412，407 
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(単位・千円)

円 5

4 

3 

2 

自動

歳入(はいるお金)

盟事月

3，523，557 

1、597，961
(45.4%) 
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10 

知
ら
せ
し
、
ご
説
明
で
き
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
も

う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

す。
今
後
、
実
態
調
査
を
し
て
各
界
各
層

の
意
見
も
聞
い
て
、
円
滑
な
公
民
館
運

営
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

今r主持~与式4巧"一三一亡、ー';--:---S;-ぇ~吋H均~ニ今~ξrごぞ~勾Tど勾~ど均~ょん守と毛rどと定二三一7でと一一ーとム~巧令」ムシ 4レキpど勾rギ伝rど冷r主L号Rご汚すマ必令たど伝~石狩ど持文~詩文"'，，， ~"."どーーメニ号rど持~今rど均荷主L今~今rぷ今~ヱヶrど引R

J仕 っきソにに主プたきとりにおすき帰終片る学ザザピのに
J事おれに子は入ふち(j:'きまはふぐたつず》事い校 1 1 ゃ f士つぼ
Jをとではポ、れろをくどす:いろにらででが校がでにり事とく
Jしうい、 1 ;，'fで 叫 - ψ し 新は乗をはめの
J でさっ大)レくく か必ぃ~ γ 心 やち、つは、てお

fい人で洲をやれぐら付。 ... 幽ぐみにげな爆をぐ家てこトい父
fまはくへしおま J ゑ川 轟圃圃重量 f午、ふふ手議各こさこいんラまさJ才、れやでとす 磯 野明重弘議議襲撃笑われわまだツすん
L 奪吟弱含署縦鞍イ;議長
立がままきくう o 口第一品作惨事ぉしるしすりク。は

j U2222J 点:畿日 λ品でき 食す、の〈恰 μ 号事務 セ滋綴議滋 Lはまル jしつうの
{ をつ ベ。キと a輔馳 -綾会，二時J 弘議議翠玉 、すトトでさ石
tムやし、 lことヤき 州議器購i二議三J:l>fU!J。ふ o 1 I 、ん井

i Zどさしこ三輪灘駅ちも 》 三きい白いいいつかとも

j ZE2U2存警務イゴ 議欝2ぷZ2225f f 
;~ ，ミいま忠なき i 芳 織機川護?議議選翌とい 1;1:'く事りううてまはでばとが さ;
占 とっけいいま i 会 務 }之さ号令 iうしくだこまずさほり、すこが、そし b
E 忠、しなまよす I 義思 議三々可 ー必雌ーさでたさをせでんしむこ。をあちんい
》 つ よいすう 。よよJシぐ察ぐ襲i義繍渓g怒き繋慾幾詠緩妻ぷ子γマ Vル一饗毅毅遡んく ちしいミしんす lは土 L、り しそいり よな jおヨ
; でて一うよ O にこ許授貯.鍾鑑醤 g多翠ずど喜鱗畿夢でれの 。な 。 ο 、としがれつまつお父h い lけ? う lぽ玄気 れ Z 必圃圃醐時血趨E 晋銅叫以 m 刀寸吋7フ市1

; 主ん勉くをカか、 お父さんの悦雄さんと O カか苫めとよカか〉こていいるおい 。心うん 4

: すめ強もつら こらにううらをんまよいとすそばさで
よ 。いやおけもツコこく事つんといくばもれと f土さに、しがすうのううれいんす
占 がうとで体トルし時にもはう。だつがかで事ん気こたと。にできこはなで
占 んんうほををセに、行仕いさわきでんらもをはをれこで しあんとたこす

守~号文会持r斗ケスーーιrど勾て守主包号I 守ー';-.~告rぷ令pど今r品今p企勾~毛rど巧?ど可欠4均~みr会均r三令官ー￥そで会号式~主持守A勾~勾~考古4令斥ど宅育会牧~与Tど守Fど之巧~宅?主持~勾育ご守"""斗rど守Fど令下守4ζ一ーで品そて言4片pどξ~ユユpどレモ~勾pど奇pミ弓ヶど-戸時~号待4伝~均p之こ勺

説
明
で
き
る
努
力
を

実
態
調
査
し
て

検

討

を

開
発
の
進
み
ぐ
あ
い

マ事~~三豆玉幽酷醐盛臨鑑醐蝿

小
規
模
な
範
囲
で

運
転
が
と
て
も
上
干

開
発
の
進
み
ぐ
あ
い
を
知
る
の
は
、

い

つ

も

新

聞

な

ど

の

商

業

紙

で

あ

り

、

部

落

舘

の

統

合

自
分
た
ち
の
町
の
こ
と
は
ま
ず
町
の
ほ
当
地
区
で
公
民
館
の
部
落
結
の
世
帯

う
か
ら
何
ら
か
の
発
表
、
報
告
が
あ
れ
政
お
よ
び
住
民
の
年
齢
層
が
不
均
衡
に

ば

よ

い

と

思

い

ま

す

。

な

り

、

部

落

対

抗

の

行

事

、

特

に

ス

ポ

l

(
今
坊
・
津
凶
礼
子

-m歳
)
ツ
で
は
選
手
構
成
に
支
障
を
き
た
す
状

お
答
え
:
・
長
浜
町
の
一
層
の
飛
躍
発
態
が
で
で
き
ま
し
た
。
部
落
館
に
つ
い

展
を
図
る
た
め
、
現
在
第
二
次
開
発
事
て
統
合
な
ど
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で

業
を
推
進
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
お
り
し
よ
う
か
。

ま
す
が
、
こ
の
事
業
は
極
め
て
大
規
模
(
上
老
松
園
東
秀
行
自
一
心
歳
」

で
あ
り
、
多
く
の
山
題
を
か
か
え
て
お
お
答
え
:
・
現
在
、
部
洛
館
は
八
十
館

り
ま
す
。
こ
の
ご
と
を
具
体
化
し
よ
う
設
置
さ
れ
て
わ
り
ま
す
が
、
社
会
情
勢

と
糟
心
的
に
努
め
て
お
り
、
早
く
町
民
の
変
化
に
伴
い
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
実

の
皆
さ
ん
に
一
つ
一
つ
進
捗
状
況
を
お
態
が
他
の
地
区
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
で

~

自

分

の

道

は

自

分

で

切

り

開

い

ご

い

く

こ

と

の

で

き

る

吋

…
一
川
⑩
バ
)
意
志
の
強
い
、
た
く
ま
し
い
子
に
育
ウ
て
く
れ
る
こ
と
を
一

一
長
三
松
願
っ
と
「
拓
哉
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
少
し
す
え
ん
山
で
一

挙

直

汗

で

す

が

日

増

し

に

男

の

子

f
Jくま
し
一

F

察

r

総
翠
轟
m

w

d

r

J

~

j

i

:

l

一

手・h
d
F
r
'

て

い

ま

一

〆

議

欝

ιム
オ

…
一
均
一
二
一
ん
す
o

こ

壮

一

設

が

一

く

れ

か

ら

日

・
3-一
定

も

元

気

出

丸

信

一

〈

土

一

…

一

郎

で

明

る

月

-
iよ

J
M

拓

ぃ

子

に

つ

育

っ

て

同

四

欲

し

い

町

エ
↑
刀
口

災
害
時
の
訓
練

出
海
小
三
年
(
出
海
)

丸

口

寿

最
近
ん
に
国
各
地
で
地
震
が
頻
繁
に

b

こ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
町

で
も
災
害
時
の
訓
練
等
を
計
画
し
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

(
豊
茂
・
佐
々
木
徳
美
・
訂
歳
)

お
答
え
:
・
重
要
な
問
題
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
大
規
模
な
訓
練
ほ
実
施
が
国

経
で
す
の
で
、
小
規
模
な
範
囲
ご
と
、

あ
る
い
は
学
校
、
施
設
、
事
業
所
ご
と

也
市
に
よ
る
訓
練
を
与
え
て
ゆ
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

な
わ
、
と
く
に
地
震
対
策
は
即
時
に

適
切
な
対
応
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か

で
被
害
を
左
右
し
ま
す
の
で
、
広
報
紙

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
、
対
応
知

識
の
普
及
に
努
め
て
ゆ
き
ま
す
。

きど翠週田園田うちのおとうさん・モニタ一つうしん}

い
企
画
で

新

し

ま
ち
の
先
覚
者

ま
ち
の
先
党
者
を
読
ん
で
長
浜
に
仁
一

立
派
な
人
が
多
い
の
に
感
心
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
先
覚
者
の
紹
介
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(
長
浜
・
丸
井
清
隆

-
m歳
)

お
答
え
・
:
ま
ち
の
先
覚
者
は
来
午
四

月
号
ま
で
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。
そ

の
絞
ま
た
新
し
い
企
閣
で
始
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

... 墨
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年
の
暮
れ
が
迫
り
、
風
邪
を
ひ
き

や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
「
風

邪
ほ
万
病
の
も
と
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
風
邪
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

他
の
病
気
を
b
こ
す
こ
と
は
多
い
の

で
す
。
ま
た
一
方
、
多
く
の
病
気
は

初
期
の
症
状
が
風
邪
の
症
状
と

似

て

い

て

、

軽

い

風

邪

だ

と

思

っ

岡

山

力

て

い

る

う

ち

に

病

状

が

重

く

な

っ

ノ

滞

て
発
見
さ
れ
る
と
い
う
場
合

ι

栄

養

と

睡

眠

を

十

分

に

山

あ

り

ま

す

。

で

す

か

ら

、

ま

ず

?

は
風
邪
の
予
防
、
そ

L
て
風
邪
だ
と
「
風
邪
を
ひ
い
た
な
」
と
思
っ
た
暗
に

j
i
l
l
d
思

っ

た

ら

症

状

に

気

を

つ

け

て

い

た

だ

き

た

い

の

は

、

岐

川

J
 

R
凶

H
V一
一
よ
く
注
意
し
て
、
が
二
週
間
以
上
も
続
く
場
合
、
ま
た
、

f

へ

/
令
¥
ぽl

適

切

な

処

置

を

と

微

熱

が

い

っ

こ

う

に

と

れ

な

い

と

勺

つ

い

一

-
f
E
5

あ
十

、山

4
ι
M、i
t

る

こ

と

が

大

切

で

場

合

で

す

。

そ

の

よ

う

な

時

は

、

自

分

す

一

E

宝

9
h
u
v

一

ξ

↑

F
4
3凶

一

す

。

で

は

大

し

た

と

と

は

な

い

と

思

っ

て

も

へ

一

層
「
拶

i
lし
ご

く

普

通

の

風

必

ず

医

師

の

診

察

を

受

け

て

下

さ

件

。

一

a註p

け
川
見
め
ず
り
枕
九
社
主
で
瀦
繍
繍
醤
獲
欝
謹
欝

ぜ
雪
り
港
人
命
護
法
⑥ 

寝たきり老人の看護法。へるすあい醐酔紘一一山一一世山

ま
す
。
ま
た
、
冬
な
ど
は
、
府
人
が
寒

い
思
い
を
し
な
い
よ
う
前
も
っ
て
部
屋

を
暖
め
た
り
、
す
き
ま
風
が
入
ら
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

左
右
半
分
、
ず
つ
交
換

し
、
シ
ワ
を
延
ば
す

ン

l
ツ
交
換
の
順
序

交
換
は
、
左
右
半
分
ず
つ
行
い
ま
す
。

①
病
人
を
横
向
き
に
し
、
背
中
側
半
分

⑨ 邪
ひ
き
な
ら
ば
、
暖
か
く
し
て
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
り
、
安
静
に
し

て
お
れ
ば
泊
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
き
ち
ん
と
食
事
を
し
て
布
団
の
中

で
暖
か
く
休
ん
で
お
れ
ば
よ
い
わ
け
で

す
。
そ
し
て
注
射
も
薬
も
い
り
ま
せ
ん
。

若巨

の

予

一 切ー

の
汚
れ
た
ス

l
ツ
を
ゴ
ミ
が
散
ら
な
い

よ
う
内
側
に
九
め
で
背
中
の
下
に
入
れ

る
(
イ
ラ
ス
ト
④
)
。

シ
ー
ツ
を
は
ず
し
た
部
分
の
マ
ッ
ト

や
敷
布
団
の
ゴ
ミ
を
弘
ぅ
。

②
新
し
い
シ

l
ツ
の
中
央
や
一
敷
布
団
な

ぷラン/部介(ま

汚れたンーツ

騨問豊島(匂

き
れ
い
な
ン
ツ

防
予
防
と
し
で
は
体
を
冷
や
さ
な
い

ご
と
、
ふ
だ
ん
か
ら
栄
養
と
睡
眠
を

十
分
に
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

し
て
、
う
が
い
を
ま
め
に
(
毎
日
六

l
七
回
)
す
る
こ
と
で
す
c

喉
を
清

潔
に
す
る
こ
と
で
、
風
邪
の
み
で
な

く
色
々
な
病
気
を
防
令
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
風
邪
と
は
異
な

り
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

シ
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
乾
燥
に

強
い
一
方
、
雨
の
日
が
五
日
も

続
く
と
流
行
は
自
然
に
お
き
ま

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら

冬
は
室
内
の
乾
燥
を
さ
け
、
換

気
を
十
分
に
し
て
下
さ
い
。

(
保
健
婦
・
一
宮
)

ど
の
中
央
に
合
わ
せ
、
は
ず
し
な
部
分

に
広
げ
る
。
残
り
半
分
は
外
側
に
丸
め

て
、
汚
れ
た
シ

l
ツ
の
ド
に
押
し
込
む

(
イ
ラ
ス
ト
⑤
)
。

③
病
人
を
反
対
向
き
に
し
、
き
れ
い
な

シ
l
ツ
の
上
に
移
す
(
イ
ラ
ス
ト
わ
一
)
。

む④あ
と
か
ら
は
ず
し
た
側
の
マ
ッ
ト
、

布
団
の
ゴ
ミ
を
払
う
。

⑤
き
れ
い
な
シ
l
ツ
を
よ
く
延
ば
し
、
病

人
を
仰
向
け
い
す
る
(
イ
ラ
ス
ト
⑨
)
0

@
 -

ツ
に
シ
ワ
を
寄
せ
な
い
よ
う
、

シ
l
ツ
の
四
隅
を
き
ち
ん
と
折
り
込
む

(
イ
ラ
ス
ト
⑨
寸

7
 

折

む
こ
ス
一
角
l

〆

う
し
『
/
/

↑
」
ひ
久
(
一
『

L
1斗
/

の
事
一
-
主
-

図
山
師
¥
玄
~

を
の
弘
前

角

下

(

方み
に
込

下

り
，
#
せ

折

側

の

日

比

y
iと
る

一
側
れ

1

シ

頭

入

恒
〈

ω

ζ該

ゑミP

万山

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
聞
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
救
急
忠

者
の
万
だ
け
で
す
。
原
則
と
し
て
往
診

は
致
し
ま
せ
ん
。

@
口
月
2
日
清
水
医
院
盟
⑬
2
8
8
3

@
ロ
月
9
日
米
川
医
院
雷
⑭
0
1
6
5

@
ロ
月
日
山
日
岡
田
医
院
宮
⑫
0
6
3
9

@
ロ
月
白
日
菊
地
医
院
官
@
0
2
0
9

@
ロ
月

m
H
門
屋
医
院
宮
@
0
2
0
2

@
M
月
初
日
辻
医
院
倉
⑫
o
l
7
4

@
ロ
月
む
臼
石
村
病
院
宮
⑬
0
2
5
7

:乳:

;児i

:纏;

@

ロ

月

口

日

町

体

育

館

午

後

1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
日
年
1
月、

4

月、

7
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

…
一
一
一
覆
混
合
予
防
接
種
日

@
ロ
月
刊
山
日
町
体
育
館
午
後
1
時

1
1
時
泊
分
満
二
歳
か
ら
摘
四
歳
ま

で
の
子
供
さ
ん
三
回
接
種
。

;歳:

:児:

健:

①

四

月

比

日

町

体

育

館

午

後

1
時

1

2
時
対
象
は
昭
和
田
年
9
月
、
叩

月
、
日
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

:不;
用:
:犬j
i買 i
jし¥:

j上-
ーげ:
;日;

@
口
月
訪
日
各
連
絡
所
午
前

9
暗
ま

で
、
本
庁
は
午
前
日
時
ま
で
で
す
。
印

鑑
を
ご
持
参
く
な
さ
い
。
買
い
上
げ
料

金
は
↓
頭
五
百
円
で
す
。
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保
育
内
容
の
理
解
を

ー
西
田
夫
人
一
日
保
母
1

画盟四唖E盟ルポ@まちの先覚者 F宮町四万叩……戸時1

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

十
月
十
七
日

大
和
保
育
所
で

西
田
代
議
士
夫

人
の
薫
さ
ん
が
一
日

保
母
と
な
り
、
保
育

内
容
の
理
解
や
認
識

を
深
め
て
も
ら
っ
た
。

園
児
た
ち
に
お
や
つ

を
食
べ
さ
せ
た
り
、

紙
芝
居
な
ど
を
し
て
、

薫
夫
人
は
保
育
所
を

設
立
し
た
当
時
を
し

の
び
な
が
ら
楽
し
い

一
日
を
す
ご
し
て
も

ら
っ
た
。

口

十

月

十

四

日

青

年

大

学

生

た

ち

は

、

「

大

空

口

か

ら

町

を

み

つ

め

て

、

ふ

る

さ

と

を

再

発

見

し

口

ょ

う

」

と

、

セ

ス

ナ

機

に

の

っ

で

上

空

を

飛

ん

口

だ

。

参

加

し

た

の

は

九

人

で

、

初

め

て

上

空

か

門

〕

ら

み

口

る

町

口

の

様

口

子

に

口

驚

き

口

と

感

口

噴

の

口
声
を
あ
げ
て
、
夢

門
〕
の
ふ
る
さ
と
づ
く

口
り
に
役
立
て
よ
う

口
と
頑
張
っ
て
い
た
。

「
l
」

空から町をみつめて

~青年大学~

梶
問
、
渋
井
選
手
招
き

1
野

球

教

室

1

十
月
二
十
八
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ
ロ
野
球
・

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ

I
ズ
の
梶
間
健
一
投
手
と
渋
井
敬
一
内
野

手
を
招
い
て
野
球
教
室
が
聞
か
れ
た
。
約
九
十
人
の
少
年
選

手
が
参
加
し
て
、
梶
関
投
手
か
ら
球
の
に
ぎ
り
方
や
投
球
術

な
ど
を
教
わ
り
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
練
習
し
て
い
た
。

重量量雇置置富島

~ 

」与{k:teJ
口

口

口
口

口
口
口

口口口口口口口口口口口口口口口仁

長
浜
町
米
消
費
拡

大
推
進
連
絡
協
議
会

で
は
、
十
月
十
四
日

下
須
戒
の
藤
田
栄
一

さ
ん
の
水
田
で
「
親

と
子
の
稲
刈
り
教
室
」

を
聞
い
た
。
大
和
小

P
T
A
、
児
童
や
関
係

職
員
あ
わ
せ
て
二
十

四
人
が
参
加
、
稲
刈

り
の
あ
と
は
生
産
者

と
消
費
者
が
交
流
し
、

「
子
供
の
食
生
活
と

健
康
」
に
つ
い
て
の

ス
ラ
イ
ド
を
上
映
。

生
産
者
と
消
費
者
が
交
流

1
親
と
子
の
稲
刈
り
教
室

1

松

五き

田

合
資
会
社
松
田
材
木
居
主

松
田
五
月
は
、
明
治
二
十
一
年
一
月

二
日
、
長
浜
町
峰
清
治
郎
の
四
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
同
四
十
三
年
縁
あ

っ
て
同
町
松
田
家
の
養
子
と
な
り
、

先
代
よ
り
の
材
木
商
を
ひ
き
つ
い
だ

の
で
あ
る
が
、
生
来
温
厚
篤
実
、
九

帳
面
、
負
け
ず
嫌
い
の
五
月
は
次
第

に
そ
の
基
礎
を
固
め
、
伊
予
木
材
株

式
会
社
と
共
に
市
売
り
を
は
じ
め
て

か
ら
盛
運
に
む
か
つ
た
。

義
弟
の
久
保
勉
は
、
そ
の
一
代
を

松
田
材
木
底
に
尽
く
し
た
が
、
そ
の

こ
ろ
の
事
を
次
の
よ
う
に
述
懐
す
る

「
第
一
次
世
界
大
戦
後
景
気
が
よ
か

っ
て
芸
者
も
九
十
人
位
お
っ
た
で
す

な
。
台
湾
へ
行
き
ょ
っ
た
の
が
昭
和

十
年
こ
ろ
か
ら
じ
ゃ
が
、
月
に
市
を

三
回
位
や
り
ょ
っ
た
。
伊
予
木
が
二

回
、
松
田
が
一
回
で
、
瀬
戸
内
海
沿

岸
の
材
木
商
、
島
の
材
木
商
造
船
所

が
皆
来
ょ
っ
た
も
ん
で
す
な
。
仁
久

の
冨
田
も
あ
り
ま
し
た
け
ん
な
。
山

方
も
前
後
一
週
間
位
泊
り
ょ
っ
た
で

す
け
ん
、
上
方
も
買
い
に
来
て
三
、

四
日
お
っ
た
の
で
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ

を
し
ょ
っ
た
い
。
長
浜
の
亀
屋
、
大

洲
の
油
屋
は
有
名
じ
ゃ
っ
た
で
す
な
。

月三

な
に
せ
長
浜
は
秋
田
、
和
歌
山

と
と
も
に
日
本
の
三
大
木
材
集

散
地
ビ
ゃ
っ
た
け
ん
な
。
仁
久
、

上
老
松
、
小
浦
、
下
平
の
方
ま

で
筏
に
し
て
お
い
で
あ
っ
た
い
己

松
田
材
木
底
は
台
湾
の
施
合

発
商
行
と
直
取
引
を
行
い
、
伊

予
杉
小
丸
太
は
好
評
の
う
ち
に

販
路
を
拡
大
し
た
。
抽
出
し
戦
争

の
激
化
に
伴
い
、
統
制
が
強
化

さ
れ
、
昭
和
十
六
年
木
材
統
制
会
社
に

く
み
い
れ
ら
れ
た
が
、
松
田
五
月
は
こ

れ
に
も
耐
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
は
、
一
二
井
物
産
か
ら
独
立
し
、

市
売
も
再
開
し
て
よ
う
や
く
曙
光
を
見

る
に
至
り
、
以
後
経
営
の
合
理
化
を
再

一
二
強
い
ら
れ
な
が
ら
も
、
よ
く
そ
の
事

業
を
支
え
て
き
た
。

松
田
五
月
は
松
田
材
木
底
、
松
田
住

宅
合
名
会
社
、
五
六
商
会
等
を
輿
し
、

町
産
業
発
展
に
遁
進
す
る
か
た
わ
ら
区

会
議
員
、
町
会
議
員
、
学
務
委
員
等
の

公
の
た
め
に
誠
実
な
心
魂
を
傾
け
た
の

で
あ
る
。
ま
た
長
ら
く
住
吉
神
社
の
総

代
会
長
と
し
て
奉
仕
し
た
が
、
そ
の
精

神
は
従
業
員
に
も
お
よ
び
、
家
族
同
様

に
慈
し
み
鍛
え
た
従
業
員
が
、
町
の
立

派
な
産
業
人
と
し
て
成
功
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
九
年
七
月
十
二
日
八
十
六

歳
で
没
し
た
。

家
業
を
継
い
だ
長
男
蒲
生
は
町
商
工

会
長
、
県
商
工
会
連
合
会
長
を
つ
と
め

て
、
町
産
業
会
の
推
進
役
と
な
っ
て
い

る。(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)
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表
彰
本
端
本

歪霊室霊

小
川
儀
三
郎
議
員

自
治
功
労
で

察去三寝室霊童室主歪主主宰

町
義
会
議
員
小

川
儀
三
郎
さ
ん
毛

五
)
は
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
功

績
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
十
月
九
日
高
松
市
で
開
か
れ
た

第
二
十
五
回
岡
田
同
県
町
村
議
会
議
長

会
の
席
上
、
小
西
俊
雄
四
国
地
区
町
村

議
会
議
長
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

木
田
正
俊
さ
ん

璽
護
事
業
一
に
貢
献

池地幽止血ー表彰。スポーツ E 一山山一……ぃ

出
海
九
二
区
の

木
田
一
ヰ
俊
さ
ん
(
八

四
)
は
、
遺
族
会
の

援
護
事
業
に
功
績

が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
十
一
月
二
日
、
東
京
都
で
噌
岡

博
之
厚
生
大
聞
か
ら
表
影
さ
れ
ま
し
た
。

西
村
辰
子
さ
ん

少
年
補
導
に
功
績

童謡護霊w

長
浜
二
八
区
の

西
村
辰
子
さ
ん
(
六

一
)
は
、
少
年
補
導

委
員
と
し
て
功
績

が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
十
一
月
二
十
日
松
山
市
で
聞
か

れ
た
愛
媛
県
少
年
補
導
委
員
研
修
大
会

の
席
上
、
白
石
春
樹
愛
媛
県
知
事
か
ら

感
謝
状
が
贈
黒
さ
れ
ま
し
た
。

永
木
タ
マ
ル
さ
ん

震
良
補
導
委
員

長
浜
二
一
区
の

瞬
、
氷
木
タ
マ
ル
さ
ん

鶏
(
五
六
)
は
、
少
年
補

菊
導
委
員
と
し
て
長

年
功
績
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
十
一
月
二
十
日
松
山
市

で
開
か
れ
た
愛
媛
県
少
年
補
導
委
員
研

修
大
会
の
席
上
、
佐
藤
弘
県
少
年
補
導

委
員
連
絡
協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
【四
国
郵
政
局
長
賞
に

森
川
さ
ん
親
子

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

十
月
七
日
重
信
川
マ
ラ
ソ
ン
コ

l
ス

で
聞
か
れ
た
第
六
回
簡
易
保
険
・
郵
便

年
金
健
康
マ
ラ
ソ
ン
犬
会
で
白
滝
の
森

川
純
行
さ
ん
(
四
四
)
、
明
日
妄
さ
ん
(
一
同
)
親
子

が
四
国
郵
政
局
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

上
田
幹
子
さ
ん

国
民
年
金
標
語

愛
媛
県
が
国
民
年
ん
だ
の
標
語
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
長
浜
の
上
出
幹
子
さ
ん

の
作
品
「
あ
な
た
に
も
い
つ
か
来
る
日

に
国
民
年
金
」
が
入
選
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
応
募
総
数
は
二
百
九
十
八
点
で
特

選
に
次
い
で
入
選
四
点
の
一
つ
に
選
ば

れ
た
も
の
で
す
。

近
藤
礼
香
さ
ん

児
童
生
徒
発
明
工
夫
展

第
四
十
三
回
児
童
生
徒
発
明
工
夫
展

の
作
品
審
査
会
が
十
月
十
九
日
松
山
市

で
行
わ
れ
、
長
浜
小
学
校
六
年
の
近
藤

礼
香
さ
ん
の
作
品
が
努
力
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
山
田
く
ん
ら
五
人

防
犯
ポ
ス
タ
ー

大
洲
地
区
防
犯
協
会
、

L

人
洲
警
察
署

が
募
集
し
て
い
た
防
犯
ポ
ス
タ
ー
の
入

賞
者
が
決
ま
り
、

A
コ
I
プ
む
お
ず
庄

で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

{
小
学
校
の
郡
一
長
浜
町
教
育
委
員
会

長
賞
山
田
光
(
長
一
保
)
熊
本
順
子
(
長

浜
)
西
内
克
典
(
大
和
)

{
中
学
校
の
部
一
長
浜
町
教
育
委
員
会

長
賞
新
政
篤
(
長
浜
)
清
水
桂
(
長

浜
)熊
野
芳
枝
さ
ん

え
ひ
め
海
の
子
作
品
展

十
月
八
日
松
山
市
で
県
漁
業
技
術
及

第
一
回
西
国
杯
ク
ロ
ッ
ケ
!
大
会

長
浜

2
チ
i
ム
が
優
勝

J¥ 
月
十

日
匝I
民
グ
フ
ウ
ノ

ド
で

熱心にとり組むお年寄りたち第

び
経
営
研
究
発
表
大
会
が
開
か
れ
、
そ

の
席
上
、
第
六
回
え
ひ
め
海
の
子
作
品

展
で
長
浜
小
学
校
五
年
の
熊
野
芳
枝
さ

ん
が
入
賞
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

長

浜

町

国
民
年
金
事
業
霞
良
市
町
村

長
浜
町
は
、
国
民
年
金
事
業
優
良
市

町
村
と
し
て
、
十
月
二
十
九
日
大
洲
市

で
関
か
れ
た
国
民
年
金
委
員
地
区
別
研

修
大
会
の
席
上
、
持
永
和
見
社
会
保
険

庁
長
官
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た。

町
社
会
福
祉
協
議
会

憧

良

団

体

長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
優
良

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
、
十
一
月
一

日
東
京
都
で
聞
か
れ
た
全
国
社
会
福
祉

大
会
の
席
上
、
灘
尾
弘
上
口
〈
王
国
社
会
福

祉
協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一
回
西
国
杯
ク
ロ
ッ
ケ

l
大
会
が
開
か

れ
、
町
内
か
ら
二
十
五
チ

i
ム
が
参
加

し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、

長
浜
2
チ
1
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

{
優
勝
}
長
浜
2

(
川
本
与
喜
太
郎
・

神
内
ユ
リ
子
・
鎌
田
ハ
ル
子
)
{
準
優

勝
}
豊
茂
3
(
増
田
猪
佐
男
・
松
本
虎

男
・
菊
地
三
佐
子
)
{
三
位
一
沖
浦
3

(
辻
清
市
・
辻
キ
ク
寸
一
・
徳
田
ミ
ド
リ
)

白

同

が

優

勝

白
滝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

白
滝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
後
期
リ
i
グ
が

十
月
-
一
十
ニ
日
閉
幕
、
七
勝
一
敗
で
白

同
チ
l
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

対
戦
成
績
は
次
の
通
り
。

白滝ソフトホール後期リーグ成績

日
il 7 ヤ雄 神百と西 柴勝 敗順日
ド;• 。。01010:0 。 71 1 1 
@ ~ 0・0101010 。 6Z 1 Z 
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的 興@・・・・ e轡卜，，10111718
柴 @・@・・ .101.卜，，11 [7[8 

岸
本
チ
l
ム
が
初
優
勝

長
浜
後
期
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

七
月
一
一
卜
三
日
に
開
幕
、
十
月
-
一
十

四

υに
閉
幕
し
た
長
浜
後
期
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
は
岸
本
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
九
勝

一
敗
で
初
優
勝
し
ま
し
た
の

各
チ
i
ム
の
対
戦
成
績
は
次
の
通
り
。

長浜ナイターソフトポール後期リーグ成績
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印刷 (有)岸本印刷

ゑ
警
/

長
解
説
混
ゑ
移
管
〆

提
言

婦
人
問
題
に
つ
い
て
地
域
や
生
活
に

恨
ざ
し
た
建
設
的
な
提
言
、
実
践
活
動

な
ど
次
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
0

0
家
庭
と
社
会
参
加
の
両
立
を
進
め
る

た
め
に

O
地
域
に
む
け
る
婦
人
団
体
活
動
の
あ

り
か
に
つ
い
て

ひ
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
師
人
の
生

き
方
に
つ
い
て

{
応
募
資
格
}
県
内

R
性
者
で
、
年
齢
、

昭和田年12月1I J発行(毎よ11日発行}

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

一
応
募
方
法
}
四
百
宇
治
原
稿
用
紙
に

横
書
き
で
五
枚
程
度
。
冒
頭
に
テ
!
?
、

末
尾
に
作
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
電
話
醤
口
一
行
会
山
い
て
く
だ
さ
い
。

一
し
め
き
り
]
昭
和
六
十
年
一
月
十
日

{
送
り
先
一
松
山
市
一
一
番
町
四

f
H
山

-
一
県
生
活
福
祉
部
婦
人
福
祉
課
「
婦

人
問
題
提
言
募
集
」
係

寄
付
採
納

O
沖
浦
保
育
所
母
の
会
・
:
東
芝
ス
テ
レ

オ
サ
ウ
ン
ド
・
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ

ム
一
式
を
沖
浦
保
育
所
ヘ
。

領〉12

昭和59年12月号

~へ\

十公白 f主
山
市滝所

日
月
の
「
ソ
ソ
は

岡
本
功
・
洋
子
さ
ん
の
カ
y
プ
ル

氏

名

婚

姻

居

時

年

齢

岡

本

功

一

一

九

)

松

附

洋

子

f

-

J

ハ
)

広報なかはま

/一、，/一一¥ノ~、，~、 /~一\、 /♂ー---...〆/一一¥
松仁長仁下長内上下長 1:1-'，:長松長
山 須子老須 山
市久浜久戒浜田J松戒浜海浜一市浜

一
品
、
本
女
久

松
本
る
り
子

石

田

満

義

平

見

尚

栄

大

橋

山

和
晴
美

ん
い
八
町
出
安
美

吉

田

光

子

大

橋

弘

上

中

洋

美

円
山
一
同
信

小
丙
事
伏
脅

豊

岡

武

則

神
υ
忠

実

香

(一一一二一)

(
…
一
仁
)

(一一じっ一

(一一一¥一

七
千
七
)

一
-
一
七
)

(一一一一一)

(
一
一
九
)

(一一(三
五
)

二
一
四
)

(一一一一)

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

叩
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

上

老

怯

城

本

隆

志

長

久

知

恵

長
浜
大
西
時
雄
一
一
一
女
玲
江
川

今

坊

谷

上

一

志

二

女

志

津

江

今

川

東

俊

男

一

日

刀

克

見

戒

川

宮

下

古

川

之

夫

長

男

喜

匡

A
7

坊

松

岡

憲

二

長

女

明

日

美

下

須

戒

福

山

間

等

長

女

兵

弥

附

生

来

野

幸

-
-
-
K

祐
r丁

一

川

油

馬

場

正

義

長

引

悠

介

ド

須

戒

梁

田

嘉

春

長

男

渉

長

浜

上

田

喜

博

一

一

女

真

菜

須

沢

(

合

同

代

三

二

次

恋

白
滝
士
い
同
淳
一
-
郎
一
-
男
創
平

白

滝

出

淵

浩

長

男

一

侵

入

此
木
谷
測
義
博
長
女
一
押
(
穂

お
く
や
み

叩
月
届
出
分
(
敬
称
略

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

浦

小

西

千

一

冗

(

五

回

)

生

玉

井

草

(

六

七

)

浜
一
一
す
い
十
万
禰
(
ぺ
六
)

川
後
藤
高
市
一
一
仁
一
一
)

ペ子長櫛 f中住

J
4
1
4
4吋
i
d
l
d
1
d
1
4
1
3《
1
ポ
}
〈
d
d
J
J
1
4
3
d
s
j求
ivdn

出黒黒 ti'j)i長白イて黒 ノ〉
柴

海田回生浜 j竜久田 」力

山
根
ウ
メ
イ

森

川

夏

雄

岡
田
伊
勢
松

田
中
幸
津
江

た
川
ア
イ
エ

松
戸
本
福
市

竹

内

俊

雄

久

保

信

遣

清
水
フ
叶
子

蔵

田

園

光

(
ヒ
し
ハ
)

(
八

O
)

(
八
九
」

(同八マ一

(
八
四
)

(
七
二
)

(ムハ仁一一

ヘ
八
九
)

一
一
六
四
)

(
八
六
)

あっというまに師ふ走。開Iは
歳末大売出しで賑わ 7。シ、ン

グルベルの鴨り響く年の瀬は

何となくあわえだししミ。十て

月は ffが一委短く寒さは h芝を

加え、暖房が恋ししミ O 冬至の

昼は最も叩く、干支は十四時間

五分と一番iえしミ。この口は赤

ロ粥を:か;L、んり、南瓜を食べ

柚子湯をす:てて入る風も}泊、Jコ

るc 正月をついこの間迎えた

ようだが月日のたつのほ早い

もの1:こと一年を感慨深く振り

返り、会:びゃ悲しし凡が交錯寸

ふム日本列島は三宅烏の大噴

火や王滝村の大地震の大被害

l二主逗れ弱')，ミごしミる。力日えてグ

リコ、!tu}:事件の非ほさは憎

み切れなし、。人r，:n土「色と欲」
に生きると言われ lごし、るが、

今、以の人日¥Jび)欲望のために尊

い人命が軽人じられ、社会生

i 11-iが混乱することは許ぜな "0

身近日封建保改止や高齢化社

会の出現に VUな対処が望ま
れている A:jcj、互しけこ明い一年

ではあったが、毎日全)Jを挙事

け、社会の一員として生きよ友 JF J 

喜びゃ悲しみが思い出される。ゃ

人は一人守主主iriーしているので

はない J 与の暮;tr迎 X1:こ今、
日本のネ1:会情勢や国際情勢を

分析し、程I~官 C二、明るい家庭や

f干みよけ豊かな凹j作りをめざ

し、 198::;年へ飛品川ーィム努力を

祈念して If:まない M

iヲ議議ト お審議と電話局を結ぶ

(争~~品品 オレンジカウンター
1 .-; ~E守 社会の心弁公社にェ

! ー コ-"7"-"社川、を吟i二iオレシ
j シカウンターはこのような気持ちで わ客憾
のご意見、ご要望 ti':f:，'待ちしています。あ気

軽に、電報右手日吉局へあ立ち寄りください。

伊予長浜針踊話局==~~

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
か
片
と

な
り
ま
し
た
「
一
新
し
い
町
ゃ
つ
く
り
に
向

っ
て
出
発
し
た
年
で
し
た
が
、
来
年
は

更
に
一
渉
前
進
さ
せ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。と
ご
ろ
で
十
一
月
一
日
か
ら
千
円
、

五
千
円
、
一
万
円
の
お
札
が
そ
れ
ぞ
れ

夏
目
激
石
、
新
波
戸
稲
造
、
福
沢
諭
吉
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わ
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写
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紹
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さ
ん
よ
い
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年
を
お
迎
え
え
だ
さ

い
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(

お

)

数

人口をふやしましょう

11刀1日現在 前月との比較

12，332人 6人減
人 口 (男 5悩人) (mì~ 入荷)女 6，50υ¥ f曽i威なし

世帯数 3，859世帯 l世帯増

帯t量口人


